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小
説
の
中
に
み
る
千
歳

千
歳
に
ゆ
か
り
が
深
い
作
家
と
い
え
ば
、
長お

さ

見み

義ぎ

三ぞ
う

と
畔く

ろ
や
な
ぎ柳

二ふ

み美
が
あ
げ
ら
れ
る
。

長
見
は
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
か
ら
本
格
的
に
文
芸
の
道
に
入
り
、
卓
越
し
た
感
性
と

瑞
々
し
い
情
感
で
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
人
々
の
哀
感
を
繊
細
な
文
章
で
表
現
し
た
。
長
沼

町
で
生
ま
れ
た
長
見
は
北
海
道
を
題
材
と
し
た
作
品
が
多
く
、
昭
和
14
（
1
9
3
9
）

年
に
発
刊
さ
れ
た
「
姫
鱒
」
で
芥
川
賞
候
補
と
な
っ
た
。
戦
後
は
千
歳
に
居
住
し
米
軍

基
地
で
通
訳
を
務
め
、
千
歳
の
郷
土
史
研
究
や
文
芸
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。

51
年
に
発
刊
し
た
「
ち
と
せ
地
名
散
歩
」
は
、
本
市
史
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
58
年
に
発
刊
し
た
『
増
補
千
歳
市
史
』
で
は
執
筆
・
編
集
の

中
心
と
な
っ
た
。
ほ
か
に
千
歳
で
書
か
れ
た
自
伝
「
白
猿
記
」
は
小
説
を
越
え
る
文
学

作
品
で
あ
る
。
60
年
に
市
功
労
表
彰
（
教
育
文
化
）、
平
成
2
（
1
9
9
0
）
年
に
北

海
道
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

畔
柳
は
、
父
親
が
働
く
現
在
の
市
内
水
明
郷
に
あ
っ
た
王
子
製
紙
千
歳
川
第
一
発
電

所
の
社
宅
で
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
父
親
の
転
勤
に
よ
り
虻
田
郡

狩
太
村
（
現
・
ニ
セ
コ
町
）
へ
移
り
、
こ
れ
ら
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
大
正
か
ら
昭
和

初
期
の
北
海
道
の
自
然
や
人
々
の
生
活
を
舞
台
と
し
た
自
伝
的
作
品
を
多
く
書
き
、
昭

和
26
年
に
発
表
さ
れ
た
「
川
音
」
と
「
限
り
な
き
困
惑
」
で
芥
川
賞
候
補
、
28
年
の
「
姉

妹
」
は
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
映
画
化
さ
れ
た
。

こ
の
2
人
が
千
歳
を
舞
台
と
し
て
執
筆
し
た
小
説
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
を
主
人
公
と
し

て
和
人
に
よ
る
差
別
と
和
解
な
ど
を
描
き
、
千
歳
を
ロ
ケ
地
と
し
て
映
画
化
さ
れ
当
時

の
街
並
み
や
建
物
が
映
る
「
コ
タ
ン
の
口
笛
」
な
ど
、
千
歳
が
登
場
す
る
小
説
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
。

「
白
雲
木
」　

長
見
義
三　

昭
和
43
（
1
9
6
8
）
年　

北
方
文
芸
刊
行
社
『
北
方
文
芸
』

平
成
5
（
1
9
9
3
）
年
の
長
見
義
三
作
品
集
「
別
れ
の
表
情
」
に
収
録
さ
れ
た
。

町
を
ぬ
け
、
Ｂ
駅
の
方
向
へ
折
れ
て
、
雑
木
林
の
中
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
探
し
に
行
っ

た
「
私
」
は
、
そ
こ
で
二
世
の
サ
カ
タ
を
髣ほ

う
ふ
つ髴

さ
せ
る
男
に
出
会
う
。
10
年
ほ
ど
前
の

記
憶
が
蘇
っ
た
。
そ
の
頃
の
私
は
地
層
や
粘
土
に
凝
っ
て
い
た
が
、
も
っ
と
熱
意
を

も
っ
て
先
史
遺
跡
を
探
し
ま
わ
っ
て
い
た
。

10
年
前
の
5
月
、
私
は
貝
塚
の
対
岸
の
丘
陵
の
端
に
あ
る
穴
居
跡
群
を
残
照
の
中
で

試
掘
し
て
い
た
。
縄
文
土
器
片
を
手
に
戻
る
途
中
、
双
眼
鏡
を
持
っ
た
老
人
に
会
う
。

こ
の
後
、
二
世
軍
属
の
サ
カ
タ
に
よ
る
ピ
ス
ト
ル
殺
人
死
体
遺
棄
事
件
が
発
覚
し
た
。

サ
カ
タ
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
る
下
士
官
ク
ラ
ブ
に
勤
務
し
て
い
た
通
訳
の
須
藤

が
サ
カ
タ
に
殺
さ
れ
て
い
た
。
サ
カ
タ
が
須
藤
か
ら
借
り
た
15
万
円
の
返
済
を
迫
ら
れ
、

口
論
か
ら
か
っ
と
な
っ
て
車
の
中
で
射
殺
し
、
市
郊
外
の
山
沿
い
の
路
辺
に
埋
め
た
と

い
う
。

美
々
の
雑
木
林
で
出
会
っ
た
老
人
は
須
藤
の
父
親
馬
吉
で
あ
っ
た
。
サ
カ
タ
の
も
の

ら
し
い
車
が
貝
塚
の
地
帯
に
入
っ
た
の
を
見
た
と
聞
い
た
馬
吉
は
激
し
い
雨
の
翌
日
、

息
子
の
遺
体
を
発
見
す
る
。
事
件
後
、
サ
カ
タ
は
い
っ
た
ん
釈
放
さ
れ
る
が
、
刑
務
所

へ
送
ら
れ
る
。
一
度
サ
カ
タ
の
妻
に
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
私
は
「
日
本
人
の
彼
女
は
サ

カ
タ
の
出
獄
を
必
ず
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
思
う
。
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
探
し
て
い
た
私

は
間
違
え
て
、
そ
れ
が
白
雲
木
で
あ
る
こ
と
を
馬
吉
の
庭
の
木
か
ら
知
る
の
だ
っ
た
。

私
は
森
林
組
合
の
事
務
所
へ
向
か
っ
た
。
川
に
平
行
し
た
道
を
下
っ
て
い
く
と
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
大
通
り
が
あ
る
。（
略
）
す
ぐ
傍
ら
の
家
の
庭
に
（
略
）
私

が
手
に
持
っ
て
い
る
枝
と
全
く
同
じ
そ
の
木
が
豊
か
に
大
き
な
葉
を
風
に
そ
よ
が
せ
な
が

ら
真
っ
白
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
花
盛
り
に
は
遠
く
か
ら
白
雲
の
よ
う
に
見
え
る
、
と

い
う
そ
の
名
の
由
来
も
、
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
木
は
間
違
い
な
く
白
雲
木
な
の
だ

と
確
信
し
た
。
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「
ケ
ー
ル
中
尉
と
と
も
に
」　

長
見
義
三　

平
成
11
（
1
9
9
9
）
年　

新
宿
書
房

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
10
月
、
長
見
は
米
軍
基
地
の
通
訳
と
し
て
の
辞
令
を
受
け

取
る
。「
ケ
ー
ル
中
尉
と
と
も
に
」
は
、
基
地
で
の
体
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

物
語
は
20
人
余
り
の
孤
児
た
ち
を
進
駐
軍
の
将
校
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
招
く
場
面
か
ら

始
ま
る
。
作
者
が
反
映
さ
れ
る
南
は
Ｒ
・
Ｔ
・
Ｏ
（
鉄
道
輸
送
隊
）
の
ケ
ー
ル
中
尉
付

き
通
訳
。
Ｒ
・
Ｔ
・
Ｏ
は
毎
日
駅
に
詰
め
、
発
着
の
貨
車
、
客
車
を
掌
握
、
迅
速
な
輸

送
を
は
か
る
仕
事
で
あ
る
。敗
戦
直
後
の
旅
客
に
も
厳
し
い
乗
車
制
限
が
あ
っ
た
。ケ
ー

ル
中
尉
は
入
れ
替
え
時
間
の
節
約
と
作
業
能
率
を
上
げ
た
い
と
考
え
、
使
わ
れ
て
い
な

い
海
軍
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
を
修
理
し
て
使
お
う
と
提
案
す
る
。
修
理
担
当
に
は
南

の
紹
介
で
葛
西
と
い
う
男
が
雇
わ
れ
る
が
、
失
火
か
ら
計
画
も
失
せ
て
し
ま
う
。
作
品

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
火
事
の
場
面
は
、
関
わ
っ
た
人
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
哀
し
み
が
描

き
出
さ
れ
、
感
動
的
で
あ
る
。
登
場
人
物
、
事
件
と
も
一
切
虚
構
で
あ
る
と
作
者
は
記

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ケ
ー
ル
中
尉
は
実
在
の
人
物
。
敗
戦
時
の
復
興
に
尽
力
す
る
温

か
い
人
間
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
多
く
に
は
知
ら
れ
な
い
基
地
内
の
様
子
、
働
く
者
の

姿
を
描
い
た
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
縛
ら
れ
、
冷
酷

と
も
と
れ
る
連
絡
官
。
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
の
追
訴
を
恐
れ
る
同
僚
の
通
訳
な
ど
の
人
間
像
が

リ
ア
ル
で
温
か
く
、
悲
し
み
の
目
差
し
で
描
か
れ
て
い
る
。

登
場
す
る
「
駅
」
は
千
歳
駅
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
23
・
24
年
頃
の
作
品
。
長
見
の

自
伝
的
半
生
記
「
白
猿
記
」
に
は
こ
の
小
説
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
没
後
、
未

発
表
作
品
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

ケ
ー
ル
中
尉
は
南
を
と
も
な
っ
て
駅
へ
着
く
と
、
駅
長
や
助
役
た
ち
と
挨
拶
を
交
わ
し

た
あ
と
、
最
初
の
用
件
を
南
に
話
し
た
。

Ｋ
－

駅
よ
り
も
大
き
な
こ
の
駅
で
さ
え
、
道
外
は
日
に
二
枚
、
近
距
離
で
さ
え
、
五
十

枚
ほ
ど
し
か
売
れ
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
旅
客
は
朝
七
時
売
り
出
し
の
そ
の
切
符
を
買

う
た
め
に
、
二
時
、
三
時
か
ら
立
ち
並
ぶ
。

「
山
の
子
供
」　

畔
柳
二
美　

昭
和
31
（
1
9
5
6
）
年　

現
代
社

畔
柳
二
美
が
大
正
時
代
に
千
歳
市
水
明
の
王
子
製
紙
第
一
発
電
所
で
過
ご
し
た
幼
少

時
の
自
伝
的
回
想
で
あ
る
。
作
品
の
冒
頭
か
ら
全
編
を
通
し
て
登
場
す
る
朝
鮮
の
青
年

「
テ
イ
さ
ん
」
は
子
供
た
ち
に
ま
と
わ
り
つ
か
れ
な
が
ら
毎
日
庭
園
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を

刈
っ
て
い
る
。
社
宅
に
行
商
に
く
る
ア
イ
ヌ
の
姿
な
ど
、
差
別
と
倫
理
の
は
ざ
ま
に
揺

れ
る
大
人
た
ち
の
姿
を
温
か
い
ユ
ー
モ
ア
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
千
歳
の
様
子
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
子
供
た
ち
が
言
う
町
は
苫
小
牧
の
こ
と

で
あ
り
、
ピ
ー
ポ
ー
の
汽
車

－

山
線
鉄
道

－

は
苫
小
牧
の
貯
木
場
か
ら
丸
山
の
Ｔ
字
分

岐
点
ま
で
を
往
復
し
て
い
た
。

一
日
に
幾
度
も
、
子
供
た
ち
は
テ
イ
さ
ん
の
ま
わ
り
に
集
ま
り
、
笑
い
こ
ろ
げ
て
は

散
っ
て
ゆ
く
。
テ
イ
さ
ん
は
し
か
し
、
一
度
も
怒
る
こ
と
な
く
、
子
供
た
ち
を
う
る
さ
が

り
も
し
な
か
っ
た
。

「
星
座
」　

有
島
武
郎　

大
正
11
（
1
9
2
2
）
年　

叢
文
閣

「
或
る
女
」
を
し
の
ぐ
大
作
が
意
図
さ
れ
な
が
ら
行
き
詰
ま
り
、
第
1
部
の
み
が
残

さ
れ
た
。
舞
台
は
明
治
30
年
代
の
札
幌
を
中
心
と
し
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
に
か
け
て

の
初
冬
、
白
官
舎
に
生
活
す
る
札
幌
農
学
校
の
学
生
た
ち
の
懸
命
な
姿
が
、
生
き
生
き

と
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
白
官
舎
は
開
拓
使
が
下
級
官
吏
向
け
に
建
て
た
白
ペ
ン
キ

塗
り
の
洋
風
建
物
で
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
有
島
縁
の
札
幌
独
立
教
会
も

明
治
14
（
1
8
8
1
）
年
に
仮
の
会
堂
に
し
て
い
た
。

「
星
座
」
に
は
多
く
の
人
物
が
描
か
れ
、
中
で
も
星
野
、
園
、
渡
瀬
の
3
人
が
一
段

と
輝
い
て
い
る
。
学
生
た
ち
は
明
治
30
年
代
の
星
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
学
生
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
の
星
野
清
逸
は
千
歳
川
の
畔
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
の
約
5
0
0
㍍
下
流

に
家
が
あ
り
、
父
母
、
孵
化
場
で
働
く
弟
、
小
樽
へ
奉
公
に
出
て
い
る
妹
の
貧
し
い
一

家
だ
っ
た
。
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清
逸
は
病
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
学
問
へ
の
情
熱
を
抑
え
難
く
、
上
京
を
夢
見
て

い
た
。
清
逸
に
は
実
在
の
モ
デ
ル
が
い
た
。
三
笠
出
身
の
秀
才
、
星
野
純
逸
。
明
治
29

年
に
札
幌
農
学
校
で
有
島
に
出
会
っ
て
い
る
。
や
は
り
結
核
に
罹
っ
て
お
り
、
31
年
東

京
麹
町
で
客
死
。
著
書
に
「
折
た
く
柴
の
記
」、「
政
談
」
な
ど
の
思
想
論
が
あ
る
。
清

逸
の
父
が
、
3
里
隔
っ
た
島
松
の
中
島
（
稲
作
に
成
功
し
た
中
山
久
蔵
と
思
わ
れ
る
）

の
養
子
に
、
学
費
の
工
面
に
出
か
け
る
場
面
も
あ
る
。

作
中
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
の
あ
っ
た
場
所
は
、
当
時
1
年
だ
け
設
置
さ
れ
た
と
い

う
、
現
在
の
千
歳
橋
の
上
流
、
青
葉
公
園
の
下
と
思
わ
れ
る
。

裏
庭
の
す
ぐ
先
を
流
れ
て
い
る
千
歳
川
の
上
流
を
す
か
し
て
み
る
と
、
五
町
ほ
ど
の
所

に
火ほ

影か
げ

が
木こ

叢む
ら

の
間
を
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。
瀬
切
り
を
し
か
け
て
あ
っ
て
、
川
を
登
っ

て
く
る
鮭
が
そ
れ
に
す
く
い
上
げ
ら
れ
る
の
だ
。
ふ
化
場
の
所
員
に
指
導
さ
れ
て
ア
イ
ヌ

た
ち
が
今
夜
も
夜
通
し
作
業
を
や
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

「
活
火
山
」　

火
野
葦
平　

昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年　

新
潮
社

青
井
の
若
旦
那
と
呼
ば
れ
る
九
州
島
原
の
詩
人
で
作
家
の
青
井
光
之
介
は
、
雲
仙
の

高
原
を
酪
農
天
国
に
し
た
い
夢
の
実
現
の
た
め
、
北
海
道
の
酪
農
の
視
察
を
す
る
。
視

察
を
終
え
、
友
人
の
赤
田
と
と
も
に
支
笏
湖
に
立
ち
寄
る
。
2
人
は
岩
上
五
郎
と
い
う

ア
イ
ヌ
の
船
頭
の
案
内
で
チ
ッ
プ
釣
り
に
出
か
け
、
シ
シ
ャ
モ
ナ
イ
ま
で
案
内
さ
れ
る
。

突
然
激
し
い
雨
に
襲
わ
れ
、
造
材
の
飯
場
に
避
難
さ
せ
て
も
ら
う
。
光
之
介
は
そ
こ
で
、

岡
崎
桐
子
と
い
う
女
子
大
生
に
出
会
う
。
桐
子
は
作
曲
も
手
が
け
、
子
熊
を
飼
っ
て
い

た
。
光
之
介
は
純
真
で
美
し
い
桐
子
に
惹ひ

か
れ
て
い
く
。
光
之
介
の
詩
、「
そ
の
上
の

大
い
な
る
谷　

君
知
る
や
か
の
支
笏
湖　

み
ず
う
み
の
水
青
け
れ
ば　

ヒ
メ
マ
ス
の
な

げ
き
も
青
し　

…
」
に
桐
子
は
作
曲
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
弾
い
た
。
一
方
、
岩
上
五

郎
は
桐
子
に
密
か
に
恋
し
て
い
た
。
光
之
介
の
出
現
は
3
人
の
悲
劇
の
始
ま
り
と
な
る
。

光
之
介
は
強
い
ら
れ
て
い
る
政
略
結
婚
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
の
上
に
網
膜
色
素
変
性
の
た
め
失
明
寸
前
の
不
安
に
陥
る
。
桐
子
は
出
生
の
秘
密
を

岩
上
五
郎
に
知
ら
さ
れ
、
光
之
介
と
の
交
際
も
絶
ち
、
岩
上
五
郎
と
と
も
に
サ
ー
カ
ス

の
一
座
で
テ
シ
・
カ
オ
ル
と
名
乗
り
、
熊
使
い
と
な
っ
て
い
た
。
偶
然
桐
子
の
一
座
は

島
原
に
行
き
、
桐
子
は
そ
こ
で
光
之
介
原
作
の
ド
ラ
マ
「
湖
の
曲
」
を
光
之
介
が
自
ら

語
る
の
を
聞
く
。
ド
ラ
マ
の
中
の
テ
シ
・
カ
オ
ル
は
支
笏
湖
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
、

と
。
光
之
介
が
、
桐
子
は
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
り
も
、
死
ね
と
命
じ
て
い
る
よ
う

に
桐
子
に
は
聞
こ
え
て
き
た
。
長
崎
興
行
の
サ
ー
カ
ス
に
熊
を
使
う
カ
オ
ル
と
い
う
女

が
い
る
こ
と
を
知
り
、
失
明
し
た
光
之
介
は
出
か
け
て
い
く
。
桐
子
は
綱
渡
り
の
空
中

で
「
湖
の
曲
」
を
弾
き
な
が
ら
青
酸
カ
リ
を
飲
み
、
落
下
す
る
。

（
あ
れ
が
、
タ
ル
マ
エ
火
山
だ
な
）

二
つ
の
峯
を
持
っ
た
山
が
そ
び
え
、
左
側
の
ひ
く
い
山
の
頂
上
に
、
こ
ん
も
り
盛
り
あ

が
っ
た
ド
ー
ム
が
あ
っ
た
。
湖
の
光
線
に
光
り
な
が
ら
、
白
く
む
く
む
く
と
わ
き
あ
が
る

噴
煙
は
、
そ
の
ド
ー
ム
の
左
胴
か
ら
風
に
し
た
が
い
左
へ
左
へ
と
た
な
び
き
流
れ
た
。

「
夏
子
の
冒
険
」　

三
島
由
紀
夫　

昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年　

朝
日
新
聞
社
『
週
刊
朝
日
』

昭
和
26
年
8
月
か
ら
11
月
ま
で
『
週
刊
朝
日
』
に
連
載
。
12
月
、
朝
日
新
聞
社
よ
り

刊
行
さ
れ
る
。

20
歳
の
夏
子
は
、
理
想
と
す
る
情
熱
的
な
男
性
な
ど
1
人
も
い
な
い
こ
と
に
絶
望
し
、

突
然
、
修
道
院
に
入
る
と
言
い
出
す
。
祖
母
、
伯
母
、
母
に
付
き
添
わ
れ
、
函
館
付
近

の
修
道
院
に
入
る
た
め
に
東
京
を
発
つ
。
駅
の
ホ
ー
ム
で
猟
銃
を
持
っ
た
瞳
の
輝
く
青

年
を
見
か
け
る
。
連
絡
船
の
中
で
そ
の
青
年
、
井
田
毅
と
言
葉
を
交
わ
し
た
夏
子
は
毅

に
興
味
を
持
つ
。

毅
は
3
年
前
、
千
歳
の
蘭
越
コ
タ
ン
で
ア
イ
ヌ
一
家
に
育
て
ら
れ
た
和
人
の
娘
秋
子

と
出
会
う
。
秋
子
に
強
く
惹
か
れ
た
毅
は
3
年
後
に
は
結
婚
し
よ
う
と
考
え
る
。
3
年

を
待
た
ず
、
秋
子
は
人
食
い
熊
と
恐
れ
ら
れ
て
い
る
「
四
本
指
の
熊
」
に
殺
さ
れ
て
い
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た
。
毅
は
秋
子
の
仇
討
ち
に
行
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

毅
の
情
熱
に
あ
こ
が
れ
た
夏
子
は
、
強
引
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
白
老
、
支
笏

湖
と
熊
を
追
っ
た
毅
は
、
見
事
仇
討
ち
を
果
た
す
。
仇
討
ち
に
成
功
し
た
暁
に
は
、
毅

と
夏
子
は
結
婚
す
る
約
束
を
し
て
い
た
。
し
か
し
目
的
を
果
た
し
た
毅
に
は
、
出
会
っ

た
時
の
情
熱
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
ど
こ
に
で
も
、
掃
い
て
捨
て
る
ほ
ど
い
る

た
だ
の
青
年
に
な
っ
て
い
た
。

失
望
し
た
夏
子
は
、
や
は
り
修
道
院
に
入
ろ
う
と
思
う
の
だ
っ
た
。

菊
蔵
は
、

「
わ
っ
！
」

と
叫
ん
だ
。
す
る
と
熊
は
酷
く
す
ば
や
い
運
動
を
し
た
。
そ
の
大
き
な
だ
ぶ
つ
い
た
軆
が
、

野
球
の
投
手
の
よ
う
に
く
る
り
と
身
を
ひ
ね
っ
て
向
き
を
変
え
る
と
（
略
）

町
の
ま
ん
央
を
ま
あ
た
ら
し
い
舗
装
道
路
が
あ
ざ
や
か
に
走
っ
て
い
た
。
ジ
ー
プ
が
と

お
る
。
高
級
車
が
と
お
る
。
時
々
ち
か
く
の
飛
行
場
を
飛
び
立
っ
た
戦
闘
機
が
爆
音
す
さ

ま
じ
く
急
降
下
し
て
み
せ
て
、
道
路
に
切
り
紙
細
工
の
よ
う
な
影
を
切
り
抜
い
た
。

「
北
海
道
千
歳
の
女
」　

平
林
た
い
子 

昭
和
27（
1
9
5
2
）年�

『
小
説
新
潮
』第
6
巻
第
5
号

「
北
海
道
千
歳
の
女
」
は
昭
和
2７
年
12
月
、『
小
説
新
潮
』
第
6
巻
第
5
号
が
初
出
で

あ
る
。
本
著
は
、
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
編
「
街
娼
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
28
年
を
中
心
に
起
き
た
第
2
の
パ
ン
パ
ン
ブ
ー
ム
。
在
日
米
軍
基
地
周
辺
の
町

に
お
け
る
売
春
問
題
、
そ
の
産
物
で
あ
る
混
血
児
問
題
、
地
元
の
日
本
人
の
子
供
た
ち

の
教
育
環
境
へ
の
悪
影
響
な
ど
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

国
民
の
注
目
を
集
め
た
。

作
品
で
は
、
早
造
、
つ
ま
子
夫
妻
が
九
州
か
ら
千
歳
に
引
っ
越
し
、
米
軍
相
手
の
土

産
物
店
を
営
ん
で
い
る
。
つ
ま
子
は
訳
あ
り
の
過
去
を
持
っ
て
い
た
が
、
真
面
目
な
妻

に
な
ろ
う
と
働
い
た
。
若
く
、
美
し
い
る
り
子
は
金
持
ち
の
中
年
夫
と
優
雅
に
暮
ら
し

て
い
る
が
、
好
奇
心
も
性
欲
も
旺
盛
で
、
何
人
も
の
黒
人
兵
と
、
金
銭
を
受
け
取
ら
な

い
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
浮
気
を
繰
り
返
す
。
フ
ァ
ニ
ー
と
い
う
女
性
は
、
作
中
パ
ン
パ

ン
の
代
表
と
し
て
登
場
す
る
が
、
最
も
ま
と
も
な
女
性
に
見
え
て
く
る
。
つ
ま
子
は
る

り
子
と
は
反
対
に
夫
と
寝
る
度
に
金
を
請
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
フ
ァ
ニ
ー
と
接
す
る

う
ち
に
、
夫
人
と
娼
婦
は
ど
う
違
う
の
か
自
問
し
て
い
た
。
や
が
て
、
る
り
子
は
黒
人

兵
の
子
供
を
妊
娠
す
る
。
病
院
に
働
き
か
け
て
代
わ
り
の
赤
ん
坊
を
用
意
さ
せ
、
出
産

と
同
時
に
赤
ん
坊
を
取
り
替
え
て
も
ら
う
。
平
然
と
夫
を
騙
し
続
け
る
る
り
子
を
、
つ

ま
子
は
批
判
的
に
思
い
始
め
る
の
だ
っ
た
。

北
海
道
の
札
幌
か
ら
月つ
き
さ
っ
ぷ寒
を
と
お
っ
て
、
恵
庭
を
と
お
っ
て
、
苫
小
牧
に
向
け
て
国
道

を
車
で
四
五
十
分
。
土
埃
を
帯
の
よ
う
に
ひ
ろ
げ
て
は
し
っ
て
行
く
と
、
前
車
の
の
こ
し

て
行
っ
た
土
埃
の
中
に
汚
い
杮こ

け
ら
屋
根
の
町
が
現
れ
る
。
航
空
基
地
の
あ
る
千
歳
で
あ
る
。

（
略
）
た
と
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
と
言
っ
て
も
扉
口
の
ほ
か
に
は
た
て
三
尺
に
よ
こ
六
尺
の

あ
い
た
小
窓
が
一
つ
外
か
ら
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

「
コ
タ
ン
の
口
笛
」　

石
森
延
男　

昭
和
32
（
1
9
5
7
）
年　

東
都
書
房

第
1
部
「
あ
ら
し
の
歌
」、
第
2
部
「
光
の
歌
」
の
2
部
構
成
。
ア
イ
ヌ
の
少
年
ユ

タ
カ
と
姉
の
マ
サ
、
貧
し
い
労
務
者
の
父
イ
ヨ
ン
の
生
活
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。

姉
弟
は
民
族
的
な
差
別
の
中
で
希
望
を
失
わ
ず
に
、
担
任
の
中
西
先
生
、
絵
の
谷
口
先

生
な
ど
善
意
に
満
ち
た
人
々
の
理
解
と
励
ま
し
を
受
け
な
が
ら
、
マ
サ
が
中
学
卒
業
、

ユ
タ
カ
が
中
学
2
年
に
な
る
ま
で
の
1
年
間
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
酒
浸
り
の
父

親
が
子
供
た
ち
の
た
め
に
再
出
発
を
は
か
り
、
冬
山
の
造
材
の
仕
事
に
出
か
け
、
事
故

で
あ
え
な
く
死
亡
す
る
。
父
の
亡
き
後
、
姉
弟
の
健
気
な
生
き
方
を
理
解
し
、
支
援
す

る
人
々
に
よ
っ
て
、
2
人
の
希
望
の
光
が
暗
示
さ
れ
て
物
語
は
終
わ
る
。

登
場
す
る
「
チ
ク
サ
橋
」
は
千
歳
橋
と
思
わ
れ
る
。

け
た
た
ま
し
い
音
響
が
、
あ
た
り
を
た
た
き
つ
け
ま
し
た
。
四
キ
ロ
ほ
ど
は
な
れ
た
飛
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行
場
で
整
備
さ
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
爆
音
で
す
。

町
の
チ
ク
サ
橋
の
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。（
略
）「
マ
サ
チ
ャ
ン
の
家
は
？
」「
も
う

少
し
行
っ
て
、
西
へ
ま
が
る
ん
で
す
。」

昭
和
35
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
で
は
、
支
笏
湖
を
背
景
に
絵
を
描
く
シ
ー
ン
や
市
街

中
心
部
（
仲
の
橋
通
り
）、
千
歳
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
旧
校
舎
な
ど
、
撮
影
は
主
に

千
歳
市
内
で
行
な
わ
れ
、
多
く
の
市
民
エ
キ
ス
ト
ラ
が
協
力
し
て
い
る
。

「
湖
の
裁
き
」　

大
西
雄
三　

昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年　

知
性
社

シ
ラ
ラ
は
シ
コ
ツ
メ
ム
に
近
い
胆
振
コ
タ
ン
の
酋
長
の
娘
。
シ
コ
ツ
メ
ム
周
囲
の
山

に
は
シ
コ
ツ
ヌ
プ
リ
と
い
う
火
山
も
聳そ

び

え
て
い
た
。

あ
る
時
、
飢
饉
の
た
め
飢
え
に
苦
し
む
コ
タ
ン
に
食
糧
を
分
け
て
ほ
し
い
と
、
日
高

コ
タ
ン
か
ら
オ
ッ
ケ
ニ
と
い
う
若
者
が
訪
れ
る
。
オ
ッ
ケ
ニ
は
シ
ラ
ラ
の
父
シ
ョ
ン
コ

の
兄
で
日
高
コ
タ
ン
の
酋
長
シ
ク
フ
の
息
子
だ
っ
た
。
エ
カ
シ
ら
の
協
議
の
結
果
、
食

糧
は
分
け
て
も
ら
え
ず
、
オ
ッ
ケ
ニ
は
失
意
の
う
ち
に
日
高
へ
帰
る
。

次
の
冬
、
オ
ッ
ケ
ニ
が
再
び
食
糧
を
乞
い
に
や
っ
て
く
る
が
、
胆
振
コ
タ
ン
は
オ
ッ

ケ
ニ
ら
を
だ
ま
し
討
ち
に
し
よ
う
と
企
て
る
。
オ
ッ
ケ
ニ
に
心
惹
か
れ
る
シ
ラ
ラ
は
、

オ
ッ
ケ
ニ
を
逃
が
し
、
妻
に
な
り
た
い
と
打
ち
明
け
る
。

日
高
コ
タ
ン
は
胆
振
コ
タ
ン
へ
攻
め
て
く
る
。

胆
振
コ
タ
ン
は
凍
っ
た
シ
コ
ツ
メ
ム
に
コ
タ
ン
が
あ
る
と
見
せ
か
け
、
湖
の
一
部
の

氷
を
割
っ
て
お
き
、
日
高
コ
タ
ン
軍
を
溺
れ
さ
せ
る
。
シ
ラ
ラ
は
オ
ッ
ケ
ニ
に
味
方
し
、

共
に
湖
に
果
て
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
シ
コ
ツ
ヌ
プ
リ
が
大
噴
火
を
起
こ
し
、
膨
れ
上

が
っ
た
シ
コ
ツ
メ
ム
の
水
に
胆
振
コ
タ
ン
は
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
地
が
大
き
く
裂
け
、
根
元
か
ら
空
中
に
舞
い
上
が
る
樹
木
、
噴
き
上
げ
ら
れ
て
落
下

す
る
岩
石
、
シ
ョ
ン
コ
の
身
体
も
、
木
の
葉
の
風
に
舞
う
よ
う
に
、
空
中
に
翻
弄
さ
れ
て

い
た
。

や
が
て
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
水
が
ひ
た
ひ
た
と
湧
き
上
が
り
、
凹
地
を
埋
め
、
チ
セ

や
プ
ー
を
埋
め
、
胆
振
コ
タ
ン
を
満
た
し
て
行
っ
た
。

長
い
時
を
と
ら
ず
、
胆
振
コ
タ
ン
は
巨
大
な
湖
と
化
し
た
シ
コ
ツ
メ
ム
の
中
に
没
し
て

行
っ
た
。

「
千
歳
の
女
」　

大
西
雄
三　

昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年　

知
性
社

故
郷
の
沼
の
端
か
ら
家
出
し
た
ハ
ナ
は
万
里
子
と
名
乗
っ
て
、
千
歳
の
オ
ク
ラ
ホ
マ

時
代
と
い
わ
れ
る
昭
和
26
年
頃
の
3
年
間
、
オ
ン
リ
ー
生
活
を
し
て
い
た
。
相
手
の
リ

ナ
ル
デ
ィ
は
万
里
子
に
は
一
言
も
告
げ
ず
、
移
動
で
千
歳
を
発
っ
て
し
ま
っ
た
。
恐
ら

く
朝
鮮
戦
争
へ
配
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
万
里
子
は
悲
し
み
と
怒
り
と
明
日
か
ら
の
生

活
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

や
が
て
万
里
子
は
徳
山
と
い
う
老
年
の
朝
鮮
人
の
世
話
に
な
る
。
徳
山
は
65
歳
と
も

７0
歳
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
精
力
的
な
Ｇ
・
Ｉ
や
黒
人
た
ち
、
ま
し
て
リ
ナ
ル
デ
ィ
と

関
わ
っ
て
き
た
万
里
子
は
、
徳
山
に
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
徳
山
は
ビ
ヤ

ホ
ー
ル
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ヒ
ロ
ポ
ン
、
闇
ド
ル
と
手
広
く
儲
け
て
い
た
。
彼
の
店
で

万
里
子
は
マ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
空
し
さ
を
埋
め
ら
れ
な
い
で
い
た
。

あ
る
日
、
万
里
子
は
徳
山
が
隠
し
て
い
る
大
金
を
発
見
す
る
。
知
り
合
っ
た
Ｇ
・
Ｉ

と
組
ん
で
盗
む
計
画
を
立
て
た
。

そ
の
日
、
Ｇ
・
Ｉ
た
ち
の
部
隊
が
秘
密
兵
器
を
輸
送
す
る
た
め
、
小
樽
経
由
で
仙
台

へ
向
か
う
。
万
里
子
も
夜
の
駅
か
ら
そ
の
部
隊
を
追
っ
て
千
歳
を
抜
け
出
す
。
進
駐
軍

用
の
ダ
イ
ヤ
、
11
時
20
分
発
の
快
速
列
車
で
札
幌
に
向
か
い
、
札
幌
か
ら
小
樽
に
出
て

埠
頭
で
落
ち
合
い
、
金
を
3
等
分
し
て
、
万
里
子
は
陸
路
で
仙
台
に
行
き
、
2
人
と
今

後
を
相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

基
地
の
Ｇ
・
Ｉ
た
ち
は
始
終
移
動
の
た
め
出
入
り
し
て
い
た
。
朝
鮮
帰
り
も
い
れ
ば
、

歴
戦
の
第
二
次
大
戦
か
ら
引
き
続
き
の
暴
れ
ん
坊
た
ち
、
本
土
か
ら
直
輸
入
の
年
少
部
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隊
、
そ
れ
に
黒
人
兵
、
女
た
ち
は
相
手
次
第
で
（
略
）

十
一
時
五
分
前
、
万
里
子
は
裏
手
か
ら
店
を
抜
け
出
し
た
。
駅
ま
で
十
分
は
ゆ
う
に
か

か
る
。
札
幌
行
き
の
改
札
が
始
ま
る
ま
で
、
駅
前
の
広
場
の
暗
闇
に
彳
ん
で
い
た
。

「
コ
タ
ン
の
犬
」　�
竹
岡
準
之
助　

昭
和
37（
1
9
6
2
）年　

早
稲
田
公
論
社『
早
稲
田
公
論
』

昭
和
30
年
代
、
千
歳
川
で
真
珠
の
養
殖
を
試
み
た
人
が
い
た
。
そ
こ
で
働
く
夢
を
描

く
青
年
「
私
」
の
体
験
を
も
と
に
、
1
匹
の
犬
と
の
関
わ
り
を
哀
感
を
も
っ
て
綴
ら
れ

て
い
る
。
作
者
竹
岡
は
早
稲
田
仏
文
科
で
三
浦
哲
郎
と
同
人
誌
の
仲
間
で
あ
っ
た
。
中

に
三
浦
哲
郎
が
紹
介
文
を
載
せ
て
い
る
。

真
珠
の
養
殖
は
水
温
の
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
に
進
展
せ
ず
、
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
て
い
た
。
場
長
の
氷
室
は
湖
の
姫
鱒
の
冷
凍
販
売
を
企
て
る
な
ど
、
借
金
返

済
の
当
て
を
捜
し
に
奔
走
し
て
い
た
。
姫
鱒
が
縁
で
知
り
合
っ
た
札
幌
の
食
品
会
社
次

長
、
阿
賀
に
ア
イ
ヌ
犬
（
北
海
道
犬
）
を
世
話
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
。
氷
室
と
私

は
コ
タ
ン
の
老
人
か
ら
1
匹
の
犬
を
譲
っ
て
も
ら
い
、
阿
賀
に
届
け
た
。
犬
は
申
し
分

の
な
い
、
優
秀
で
健
康
な
子
犬
だ
っ
た
が
、
札
幌
ま
で
の
車
中
で
酔
っ
て
し
ま
い
、
急

激
な
環
境
の
変
化
か
ら
、
す
っ
か
り
元
気
を
無
く
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
2

人
は
阿
賀
か
ら
代
金
の
5
0
0
0
円
を
受
け
取
る
。
そ
の
金
か
ら
い
く
ら
か
の
返
済
と
、

家
族
の
食
糧
を
求
め
、
老
人
に
は
2
0
0
0
円
を
犬
の
代
金
と
し
て
渡
し
た
。
老
人
に

は
憤
り
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
氷
室
の
窮
地
を
知
っ
て
い
る
の
か
「
あ
ん
た
ら
の
こ
と

だ
か
ら
、
仕
方
な
い
べ
」
と
苦
し
そ
う
に
言
う
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
犬
は
や
は
り
都
会
に
馴
染
め
ず
、
本
来
の
闊
達
さ
は
戻
ら
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
姫
鱒
の
商
い
も
、
道
具
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
い
た
。

私
は
こ
こ
へ
来
て
か
ら
2
年
後
、
養
殖
場
を
去
る
決
意
を
す
る
。
犬
が
未
だ
都
会
に

馴
染
め
な
い
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
私
は
、
犬
の
哀
し
み
が
思
っ
た
よ
り
深
い
こ
と
を

心
に
痛
く
思
う
の
だ
っ
た
。

山
里
は
す
で
に
雪
が
降
り
て
い
た
。
荒
漠
と
し
た
山
懐
の
あ
い
だ
を
せ
わ
し
く
蛇
行
し

て
流
れ
る
黒
い
川
面
の
ほ
か
は
、
白
一
色
に
包
ま
れ
て
い
た
。
さ
い
し
ょ
、
私
は
、
養
殖

場
に
一
人
の
従
業
員
も
い
な
い
こ
と
を
ふ
し
ぎ
に
思
っ
て
い
た
が
、
べ
つ
に
気
に
も
と
め

な
か
っ
た
。

「
蝕
ま
れ
た
愛
」　

夏
掘
正
元　

昭
和
38
（
1
9
6
3
）
年　

集
英
社

『
新
婦
人
』
に
昭
和
38
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
1
年
間
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。

江
見
律
子
は
札
幌
の
酪
農
会
社
社
長
、
沢
見
淳
一
郎
の
娘
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
家

に
育
つ
。
母
の
死
後
、
父
に
愛
人
が
い
る
と
、
父
の
会
社
の
軽
薄
な
青
年
社
員
、
鷹
原

洋
司
に
知
ら
さ
れ
る
。
相
手
は
鷹
原
の
姉
だ
と
い
う
。
律
子
は
父
と
愛
人
、
そ
れ
を

知
ら
せ
た
鷹
原
の
泊
ま
る
支
笏
湖
の
ホ
テ
ル
へ
向
か
っ
た
。「
処
女
が
純
潔
だ
な
ん
て
、

実
は
不
潔
な
話
さ
」
と
言
っ
た
従
兄
の
間
島
圭
介
の
言
葉
に
揺
れ
て
い
た
律
子
は
、
父

へ
の
復
讐
、
処
女
性
へ
の
復
讐
の
よ
う
に
鷹
原
に
自
分
を
与
え
る
。
自
分
自
身
と
し
て

活
き
る
た
め
の
苦
々
し
い
儀
式
で
あ
っ
た
。「
充
足
す
る
こ
と
の
な
い
、
さ
さ
く
れ
た

性
の
不
安
感
が
主
調
音
」
と
な
っ
た
一
編
。

支
笏
湖
へ
の
道
は
、
も
う
す
っ
か
り
晩
秋
の
色
に
深
く
包
ま
れ
て
い
た
。
札
幌
を
正
午

に
発
っ
て
、
国
道
を
ほ
と
ん
ど
揺
れ
も
せ
ず
一
路
南
下
し
た
車
は
四
十
分
後
千
歳
の
街
に

入
る
と
急
に
右
に
折
れ
、
人
家
の
か
げ
一
つ
見
え
な
い
原
始
林
の
道
に
…
…
。

「
北
の
旋
律
」　

飯
塚
朗　

昭
和
42
（
1
9
6
7
）
年　

現
文
社

一
川
一
は
北
大
の
中
国
文
学
助
教
授
と
し
て
赴
任
す
る
。
北
大
で
は
、
独
身
者
に
は

住
宅
が
な
く
、
妻
帯
者
に
は
ア
パ
ー
ト
が
提
供
さ
れ
る
た
め
、
さ
ち
子
と
い
う
元
バ
レ

リ
ー
ナ
を
1
ヵ
月
間
の
契
約
で
結
婚
し
て
冬
の
札
幌
に
来
る
。
札
幌
で
の
生
活
が
大
半

で
あ
る
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
熱
狂
を
避
け
て
訪
れ
る
支
笏
湖
丸
駒
温
泉
の
描
写
、

温
泉
の
物
語
、
露
天
風
呂
な
ど
昭
和
40
年
頃
の
様
子
が
40
㌻
余
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
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千
歳
は
む
か
し
蝦
夷
の
六
大
都
市
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
ま

で
は
ア
メ
リ
カ
駐
屯
兵
と
パ
ン
パ
ン
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
い
ま
は
駐
屯
の
兵
も

去
っ
て
、
パ
ン
パ
ン
も
散
っ
た
が
、
け
ば
け
ば
し
い
ペ
ン
キ
塗
り
の
（
略
）
家
が
ま
だ
散

見
で
き
た
。
…
丸
駒
温
泉
と
旗
を
な
び
か
せ
た
渡
船
の
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
。
丸
駒
温

泉
ま
で
お
よ
そ
八
キ
ロ
、
尖
っ
た
恵
庭
岳
の
東
南
の
麓
を
め
ざ
し
て
、
カ
モ
の
群
れ
て
い

る
湖
面
を
、
船
は
飛
沫
を
あ
げ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
だ
。

「
晩
秋
」　

丹
羽
文
雄　

昭
和
43
（
1
9
6
8
）
年　

朝
日
新
聞
社
『
週
刊
朝
日
』

昭
和
43
年
、『
週
刊
朝
日
』
に
連
載
。
5７
回
に
帯
子
が
型
染
め
の
展
示
会
の
あ
と
、

晩
秋
の
支
笏
湖
を
独
り
訪
れ
る
。
帯
子
は
2
度
の
結
婚
に
破
れ
、
染
色
一
筋
に
生
き
よ

う
と
し
て
い
た
。
支
笏
湖
の
ホ
テ
ル
で
か
つ
て
近
所
に
住
ん
で
い
て
、
帯
子
に
好
意
を

寄
せ
て
い
た
北
畠
に
出
会
う
。
北
畠
は
企
業
経
営
に
2
度
失
敗
、
妻
子
に
背
か
れ
、
失

意
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
晩
秋
の
湖
畔
で
傷
つ
き
あ
っ
た
2
人
は
結
ば
れ
て
ゆ
く
。

千
歳
か
ら
支
笏
湖
畔
に
車
を
走
ら
せ
た
。
舗
装
さ
れ
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
、
原
始
林
を
縦

断
し
て
い
た
。
ほ
か
に
走
っ
て
い
る
車
が
す
く
な
く
て
、
外
国
の
道
を
走
る
よ
う
な
気
が

し
た
。（
略
）
原
始
林
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
本
物
の
原
始
林
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
か
ら
か
な

り
は
な
れ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。（
略
）

船
は
い
ま
ち
ょ
う
ど
支
笏
湖
の
中
央
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
恵
庭
岳
、
樽
前
山
、

モ
ー
ラ
ッ
プ
、
こ
れ
か
ら
の
ふ
た
り
の
人
生
を
な
が
め
る
よ
う
に
見
送
っ
て
い
た
。

「
ユ
ニ
コ
ー
ン
の
旅
」　

五
木
寛
之　

昭
和
46
（
1
9
7
1
）
年　

文
藝
春
秋

フ
リ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
火
野
昌
吾
は
、
紀
行
番
組
の
撮
影
の
た
め
北
海
道
に
来
て

い
た
。
病
院
前
庭
の
ポ
プ
ラ
の
列
を
カ
ッ
ト
に
入
れ
た
か
っ
た
が
、
精
神
科
の
患
者
た

ち
の
人
権
保
護
の
立
場
か
ら
女
医
の
江
夏
友
子
に
拒
否
さ
れ
る
。
火
野
は
美
し
い
女
医

に
惹
か
れ
、
近
づ
い
て
ゆ
く
。
患
者
の
1
人
に
自
ら
を
ユ
ニ
コ
ー
ン
と
呼
ぶ
少
年
が
い

た
。
病
に
苦
し
む
少
年
は
、
あ
る
日
自
ら
命
を
絶
っ
た
。

「
ポ
プ
ラ
」
は
架
空
の
も
の
で
あ
り
、
病
院
は
、
支
笏
湖
方
面
か
ら
火
野
の
車
が
出

て
来
た
と
き
に
目
に
し
た
も
の
で
、
支
笏
湖
病
院
と
思
わ
れ
る
。

病
院
の
建
物
と
コ
の
字
の
内
庭
、
そ
の
庭
に
そ
っ
て
植
え
ら
れ
た
ポ
プ
ラ
の
列
。（
略
）

彼
は
そ
の
ポ
プ
ラ
が
好
き
だ
っ
た
。（
略
）
そ
の
下
に
ぼ
ん
や
り
座
っ
た
り
、
動
い
た
り

し
て
い
る
奇
妙
に
お
だ
や
か
な
患
者
た
ち
の
姿
が
、
彼
の
気
持
に
砂
地
に
水
が
し
み
る
よ

う
に
し
み
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
草
の
つ
る
ぎ
」　

野
呂
邦
暢　

昭
和
48
（
1
9
7
3
）
年　

文
藝
春
秋
『
文
學
会
』
12
月
号

第
1
部
は
昭
和
49
年
、
第
７0
回
芥
川
賞
を
受
賞
。
佐
世
保
相
浦
の
第
8
新
隊
員
教
育

隊
で
の
前
期
訓
練
の
体
験
を
綴
っ
た
、
野
呂
の
青
春
記
で
あ
る
。
第
2
部
「
砦
の
冬
」

は
千
歳
の
野
戦
砲
部
隊
で
の
後
期
訓
練
を
終
え
、
一
冬
を
過
ご
し
た
主
人
公
が
自
衛
隊

を
辞
め
る
ま
で
の
物
語
。
配
属
さ
れ
た
の
は
1
1
7
特
科
大
隊
。
こ
の
部
隊
は
昭
和
3７

年
に
富
良
野
に
移
駐
、
平
成
1７
（
2
0
0
5
）
年
に
は
廃
止
に
な
っ
て
い
る
。

主
人
公
海
東
が
千
歳
へ
来
た
の
は
昭
和
32
年
の
9
月
初
め
、
陸
上
自
衛
隊
が
発
足
し

て
ま
だ
3
年
の
こ
と
で
あ
る
。
千
歳
駐
屯
地
で
彼
等
は
5
つ
の
班
に
分
け
ら
れ
、
3
ヵ

月
間
の
後
期
教
育
を
受
け
る
。
仲
間
に
は
炭
鉱
夫
、
鋳
物
工
、
漁
師
、
百
姓
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
貧
し
か
っ
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
免
許
を
取
り
、
他
の
就

職
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
者
も
い
た
。
海
東
に
し
て
も
彼
等
と
同
じ
八
方
塞
が

り
の
貧
し
さ
か
ら
這
い
上
が
る
た
め
に
、
苦
し
い
訓
練
に
耐
え
て
い
る
の
だ
っ
た
。

や
が
て
海
東
に
は
別
の
意
識
が
芽
生
え
て
く
る
。
自
分
ら
し
い
好
き
な
仕
事
が
し
た

い
。
そ
の
思
い
は
大
き
く
な
り
、
自
衛
隊
を
辞
め
る
決
心
を
す
る
。
後
に
野
呂
は
、
自

衛
隊
で
の
生
活
は
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
く
れ
た
自
分
に
と
っ
て
の
大
学
で
あ
っ
た

と
述
べ
て
い
る
。
作
中
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
作
家
に
な
り
た
い
夢
を
描
き
続
け
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
昭
和
55
年
5
月
、
野
呂
は
急
死
、
42
歳
で
あ
っ
た
。
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小
川
を
渡
れ
ば
そ
こ
が
千
歳
町
だ
。
ぼ
く
ら
は
町
を
駆
け
抜
け
、
青
葉
公
園
で
休
ん
だ
。

北
東
に
ぼ
く
ら
が
列
車
を
お
り
た
駅
が
見
え
た
。
公
園
か
ら
眺
め
た
と
こ
ろ
で
は
町
は
さ

び
れ
た
鉱
山
町
と
い
う
雰
囲
気
だ
。（
略
）
九
州
の
田
舎
町
と
く
ら
べ
た
ら
ど
こ
か
お
か

し
い
。
人
が
住
ん
で
い
る
集
落
の
よ
う
に
見
え
な
い
。

町
を
二
つ
に
分
け
て
川
が
流
れ
て
い
る
。
映
画
館
の
裏
手
で
折
れ
る
と
そ
の
川
に
か

か
っ
た
橋
に
出
る
。
木
の
欄
干
に
も
た
れ
て
い
る
と
気
が
休
ま
っ
た
。

「
日
曜
日
の
白
い
雲
」　

原
田
康
子　

昭
和
53
（
1
9
7
8
）
年　
『
北
海
道
新
聞
』
他

昭
和
53
年
７
月
７
日
か
ら
54
年
4
月
14
日
ま
で
、
北
海
道
・
東
京
・
中
部
日
本
・
西

日
本
の
各
新
聞
社
に
連
載
し
た
も
の
。
主
人
公
百
合
は
元
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
。
離
婚
の
失
意
の
う
ち
に
、
母
親
が
病
院
を
営
む
岩
見
沢
へ
帰
る
途
中
、
支
笏

湖
丸
駒
温
泉
に
一
泊
す
る
。
千
歳
経
由
で
札
幌
へ
出
て
、
岩
見
沢
へ
帰
る
予
定
で
あ
っ

た
。
千
歳
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
降
り
た
百
合
は
駅
へ
向
か
わ
ず
、
繁
華
街
を
ふ
ら
ふ

ら
と
歩
き
、「
ア
ラ
ジ
ン
」
と
い
う
ス
ナ
ッ
ク
が
目
に
止
ま
る
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
飲
み

た
く
な
っ
て
店
に
入
っ
た
百
合
は
、
ア
ラ
ジ
ン
で
働
か
せ
て
ほ
し
い
と
願
い
出
る
。
こ

の
ま
ま
岩
見
沢
へ
帰
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ラ
ジ
ン
の
客
、
小
中
千
博
は
Ｆ
1
0
4
Ｊ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
2
人
は
恋
に
落
ち
る

が
、
百
合
は
千
博
を
結
婚
の
相
手
に
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
軍
医
だ
っ
た
百
合
の

父
は
ル
ソ
ン
島
か
ら
復
員
し
た
後
、
戦
争
の
体
験
を
語
る
こ
と
な
く
世
を
去
っ
た
。
百

合
が
千
歳
で
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
、
岩
見
沢
の
生
家
で
父
の
日
記
が
発
見
さ
れ
る
。
ル

ソ
ン
島
で
の
無
残
な
日
々
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
百
合
は
千
博
が
、
戦
闘
機
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
あ
る
こ
と
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
や
が
て
周
囲
の
援
助
と
理
解
に
恵
ま
れ
、

百
合
は
札
幌
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
に
復
帰
す
る
。

作
中
、
百
合
は
春
日
町
の
ア
パ
ー
ト
に
、
千
博
は
末
広
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。

全
編
を
通
し
て
百
合
を
取
り
巻
く
千
歳
の
人
々
は
終
始
温
か
く
、
百
合
の
音
楽
へ
の
情

熱
を
理
解
し
、
励
ま
し
て
い
る
。
失
恋
の
小
中
千
博
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。

ア
パ
ー
ト
の
道
路
の
先
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雑
草
が
生
い
茂
る
空
き
地
に
な
っ
て
い

て
、
そ
の
空
き
地
の
下
に
千
歳
川
が
流
れ
て
い
る
。
川
向
こ
う
に
は
や
や
小
高
い
公
園
が

あ
っ
て
緑
に
お
お
わ
れ
た
こ
ん
も
り
し
た
公
園
が
の
ぞ
ま
れ
た
。

民
航
機
の
爆
音
が
耳
に
つ
く
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
直
後
に
、
ゆ
っ
く
り
と
誘
導
路
へ
移

動
し
始
め
た
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
の
巨
体
が
目
に
浮
か
ぶ
。
あ
れ
こ
そ
は
、
千
歳
と
い
う
町
を

象
徴
す
る
な
ん
と
も
奇
妙
な
光
景
だ
っ
た
。

「
熊
撃
ち
」　

吉
村
昭　

昭
和
54
（
1
9
7
9
）
年　

筑
摩
書
房

熊
を
撃
つ
猟
師
の
話
が
７
編
収
録
さ
れ
て
お
り
、
実
話
を
元
に
し
た
短
編
小
説
集
で

あ
る
。
千
歳
に
纏
わ
る
も
の
は
「
安
彦
」「
菊
次
郎
」「
政
一
と
栄
次
郎
」
の
3
編
。

「
安
彦
」　
昭
和
48
年
8
月
28
日
の
午
後
、
事
件
は
起
こ
っ
た
。
千
歳
市
水
明
郷
の
王

子
製
紙
㈱
千
歳
第
一
発
電
所
の
所
員
住
宅
の
ひ
と
つ
か
ら
、
７0
歳
の
女
性
が
、
午
後
3

時
頃
、
野
苺
を
摘
み
に
出
か
け
た
ま
ま
、
午
後
6
時
を
過
ぎ
て
も
帰
ら
な
か
っ
た
。

女
性
は
羆
に
襲
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
、
千
歳
市
ヒ
グ
マ
駆
除
対
策
本
部
に
緊
急
出

動
が
要
請
さ
れ
た
。

部
員
の
一
人
、
多お

お

安
彦
が
指
揮
を
と
り
、
熊
撃
ち
に
当
た
る
。

羆
は
射
止
め
ら
れ
、
女
性
の
惨
た
ら
し
い
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。

北
海
道
千
歳
市
の
水
明
郷
に
は
王
子
製
紙
株
式
会
社
千
歳
第
一
発
電
所
が
あ
り
、
所
員

の
住
宅
が
三
十
軒
ほ
ど
軒
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
近
く
に
は
澄
み
き
っ
た
水
を
た
た
え
た
千

歳
川
が
流
れ
、
住
宅
の
裏
手
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
は
林
が
あ
る
。
静
か
な
風
光
の

美
し
い
土
地
で
あ
っ
た
。

「
菊
次
郎
」　
昭
和
1７
年
11
月
18
日
、
千
歳
市
蘭
越
地
区
3
区
に
あ
る
村
の
3
人
の
娘

た
ち
が
万
年
草
を
採
る
た
め
に
真
町
の
奥
の
御
料
林
に
、
別
れ
別
れ
に
入
っ
て
い
っ
た
。

夕
方
に
な
っ
て
も
19
歳
の
娘
だ
け
が
戻
ら
な
か
っ
た
。
行
方
不
明
か
ら
4
日
後
の
23
日
、
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遂
に
娘
の
無
残
な
遺
体
を
発
見
す
る
。

村
の
人
々
は
、
元
猟
師
で
今
は
村
役
場
の
木
材
伐
採
人
の
小
山
田
菊
次
郎
に
熊
撃
ち

を
依
頼
す
る
。

菊
次
郎
、
今
泉
吉
之
助
は
じ
め
3
人
の
熊
撃
ち
の
名
手
と
5
匹
の
ア
イ
ヌ
犬
に
よ
っ

て
羆
は
射
殺
さ
れ
た
。

そ
の
村
は
、
ア
イ
ヌ
の
住
む
コ
タ
ン
で
、
近
く
に
千
歳
川
が
流
れ
て
い
る
。
川
に
は
鱒
、

赤
腹
、
ヤ
マ
ベ
、
イ
ワ
ナ
、
ウ
グ
イ
な
ど
が
群
れ
、
山
に
入
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
や
キ

ノ
コ
類
が
採
れ
る
。
村
は
自
然
の
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

「
政
一
と
栄
次
郎
」　

昭
和
35
年
10
月
、
千
歳
市
の
は
ず
れ
に
あ
る
蘭
越
地
区
の
姉
崎

政
一
の
家
に
中
年
の
女
が
訪
ね
て
き
た
。
羆
が
出
る
の
で
茸
採
り
に
も
行
け
な
い
。
退

治
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。
茸
は
人
々
に
と
っ
て
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。

政
一
は
14
歳
の
春
か
ら
山
に
入
っ
た
。
村
に
は
熊
撃
ち
の
名
手
、
小
山
田
菊
次
郎
、

今
泉
吉
之
助
が
い
た
。
政
一
は
彼
ら
の
後
に
つ
き
従
っ
て
、
羆
を
仕
留
め
る
情
景
を
見

て
き
た
。
政
一
は
30
歳
を
越
え
た
頃
か
ら
小
山
田
菊
次
郎
の
後
に
つ
い
て
山
に
入
り
、

銃
の
操
作
を
教
え
ら
れ
た
が
、
ま
だ
自
分
の
銃
で
仕
留
め
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

栄
次
郎
は
小
山
田
菊
次
郎
の
三
男
で
同
じ
猟
友
会
の
仲
間
だ
っ
た
。
2
人
で
羆
を
退

治
し
よ
う
と
山
に
入
る
が
、
羆
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
射
止
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
帰
っ
た
。

3
年
後
、
2
人
は
栄
次
郎
の
父
、
菊
次
郎
と
共
に
熊
撃
ち
に
山
へ
入
っ
た
。
見
事
熊

撃
ち
に
成
功
し
、
解
体
し
た
肉
は
村
人
た
ち
で
食
し
た
。
毛
皮
と
胆
嚢
は
業
者
の
手
で

買
い
取
ら
れ
た
。

北
海
道
千
歳
市
の
は
ず
れ
に
あ
る
蘭
越
地
区
に
は
、
す
で
に
秋
色
も
う
す
ら
ぎ
気
温
は

日
増
し
に
低
下
し
て
い
た
。（
略
）
そ
の
季
節
に
な
る
と
こ
れ
と
言
っ
て
産
物
に
も
恵
ま

れ
ぬ
村
で
は
近
く
の
山
々
に
分
け
入
っ
て
茸
採
り
を
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
茸
を
買
い
集

め
る
業
者
が
巡
回
し
て
く
る
の
で
、
か
な
り
の
収
入
に
な
る
。
人
々
は
早
朝
か
ら
籠
を
背

負
っ
て
山
中
に
消
え
た
。

「
沿
線
有
情
」〈
千
歳
線
〉　

小
松
茂　

昭
和
54
（
1
9
7
9
）
年

�

さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
�
「
札
幌
の
駅
」
に
収
録　

札
幌
市
教
育
委
員
会
編　
　

苫
小
牧
か
ら
札
幌
へ
帰
る
私
は
、
そ
の
日
「
札
幌
行
」
の
普
通
列
車
に
乗
っ
た
。
私

が
20
代
の
頃
、
実
家
が
苫
小
牧
に
あ
っ
た
た
め
、
よ
く
千
歳
線
を
利
用
し
た
。

植
苗
、
美
々
、
千
歳
、
恵
庭
、
と
札
幌
ま
で
の
各
駅
に
纏
わ
る
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
温
か
い
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
。

朝
鮮
動
乱
が
始
ま
っ
た
頃
、
私
は
2
年
程
千
歳
に
住
ん
で
い
た
。
街
は
ア
メ
リ
カ
兵

が
溢
れ
、
戦
闘
機
が
低
空
飛
行
し
た
時
代
。千
歳
線
の
実
権
は
米
軍
の
手
に
移
り
、「
駐

臨
」
何
号
と
呼
ば
れ
る
専
用
列
車
が
轟
音
と
と
も
に
駆
け
抜
け
て
い
た
。
土
、
日
曜
に

は
米
軍
相
手
の
女
性
が
旭
川
、
小
樽
方
面
か
ら
列
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
。
月
曜
の

朝
、
彼
女
た
ち
は
列
車
に
乗
っ
て
帰
っ
て
い
く
。

こ
の
頃
か
ら
千
歳
線
は
道
内
で
の
主
要
な
幹
線
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
。

街
は
ア
メ
リ
カ
兵
の
ス
ラ
ン
グ
の
飛
び
交
う
原
色
の
街
と
化
し
、
街
自
体
が
狂
っ
た
よ

う
に
厚
ぼ
っ
た
い
化
粧
の
手
を
休
め
ず
。
米
兵
相
手
の
商
売
に
狂
奔
し
て
（
略
）
日
本
人

が
何
か
を
し
て
食
い
つ
な
い
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
っ
た
。

「
鮭
を
見
に
」　

内
海
隆
一
郎　

平
成
5
（
1
9
9
3
）
年　

講
談
社

62
歳
に
な
る
村
井
は
10
月
半
ば
、
長
い
間
思
い
続
け
て
き
た
北
海
道
へ
初
め
て
旅

立
っ
た
。
村
井
夫
婦
に
子
供
は
い
な
か
っ
た
。
村
井
の
乗
っ
た
寝
台
車
の
通
路
で
、
10

歳
く
ら
い
の
女
の
子
に
出
会
う
。
鮭
の
遡
上
を
見
る
地
は
ま
ず
、
長
い
間
心
に
突
き
刺

さ
っ
て
い
た
函
館
だ
っ
た
。
函
館
駅
で
、
列
車
に
い
た
女
の
子
、
聖
子
に
再
会
。
仙
台

か
ら
無
賃
乗
車
し
、
札
幌
の
お
ば
さ
ん
に
会
い
に
行
く
と
い
う
。
従つ

い
て
く
る
女
の
子

を
連
れ
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
へ
行
く
途
中
の
モ
ヘ
ジ
川
へ
行
く
が
、
思
っ
た
ほ
ど
の
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鮭
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
村
井
は
函
館
市
役
所
を
訪
ね
、
八
重
樫
里
子
の
住
所
を
調
べ

る
。
昭
和
44
（
1
9
6
9
）
年
に
苫
小
牧
へ
転
出
し
て
い
た
。
か
つ
て
4
年
間
里
子
と

暮
ら
し
た
。
そ
の
間
に
2
度
子
供
を
堕
し
た
。
好
き
に
生
き
た
か
っ
た
村
井
は
結
婚
を

拒
ん
だ
。
里
子
は
昭
和
31
年
、
2
度
目
の
堕
胎
の
直
後
、
函
館
へ
帰
っ
た
。
鮭
の
遡
上

の
話
は
里
子
か
ら
何
度
も
聞
い
た
の
だ
っ
た
。
札
幌
へ
女
の
子
を
送
る
途
中
、
村
井
は

千
歳
川
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
の
鮭
の
捕
獲
を
見
よ
う
と
立
ち
寄
る
。
そ
こ
で
も
里
子

か
ら
聞
い
た
光
景
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
村
井
は
女
の
子
を
伴
っ
て
苫
小
牧
へ
。
駅
に

連
な
る
デ
パ
ー
ト
で
「
八
重
樫
里
子
遺
作
展
」
の
垂
れ
幕
を
見
る
。
里
子
は
前
年
秋
に

亡
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
会
っ
た
一
人
の
青
年
は
村
井
の
息
子
と
知
っ
た
が
、
父
親

と
打
ち
明
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
女
の
子
が
訪
ね
る
札
幌
の
お
ば
さ
ん
は
、
行

方
の
知
れ
な
い
、
そ
の
子
の
父
親
の
元
愛
人
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
村
井
は
女
の
子
を

伴
っ
て
、
知
床
方
面
へ
鮭
の
遡
上
を
見
に
行
こ
う
と
決
意
す
る
。

村
井
と
女
の
子
は
駅
を
出
て
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
急
い
だ
。（
略
）
タ
ク
シ
ー
が
着

い
た
と
こ
ろ
は
、
千
歳
川
の
岸
辺
だ
っ
た
。
広
い
駐
車
場
が
あ
っ
て
、
観
光
バ
ス
が
二
台

停
っ
て
い
た
。
縁
日
の
屋
台
の
よ
う
な
土
産
物
店
が
軒
を
並
べ
て
い
て
、
鮭
の
燻
製
を

売
っ
て
い
た
。
赤
黒
く
ひ
か
ら
び
た
鮭
が
店
先
に
た
く
さ
ん
吊
る
し
て
あ
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
村
井
に
説
明
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
観
光
の

目
玉
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
で
あ
る
と
い
う
。

「
柔
ら
か
な
頬
」　

桐
野
夏
生　

平
成
11
（
1
9
9
9
）
年　

講
談
社

平
成
11
年
７
月
、
直
木
賞
受
賞
作
品
。
支
笏
湖
の
、
石
山
洋
平
の
別
荘
に
家
族
で
来

て
い
た
森
脇
道
弘
の
長
女
、
有
香
が
行
方
不
明
に
な
る
。
母
親
の
森
脇
カ
ス
ミ
は
北
海

道
、
留
萌
郡
喜
来
村
の
出
身
。
製
版
業
の
夫
道
弘
を
支
え
、
長
女
の
有
香
、
次
女
の
梨

沙
の
2
人
の
子
供
が
い
る
。
カ
ス
ミ
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
志
望
し
、
高
校
卒
業
と
同
時
に

家
出
。
夢
を
果
た
せ
ず
、
森
脇
の
会
社
で
働
き
、
道
弘
と
結
婚
す
る
。
モ
リ
ワ
キ
製
版

は
石
山
洋
平
の
会
社
の
下
請
け
で
、
石
山
の
仕
事
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
モ
リ

ワ
キ
製
版
を
た
び
た
び
訪
れ
て
い
た
石
山
は
カ
ス
ミ
に
惹
か
れ
、
ほ
ど
な
く
2
人
は
男

女
の
関
係
に
な
る
。
石
山
は
支
笏
湖
の
別
荘
を
買
い
、
そ
こ
で
カ
ス
ミ
と
の
逢
瀬
を
計

画
す
る
。
疑
わ
れ
な
い
た
め
に
ま
ず
両
家
族
で
夏
の
休
暇
を
過
ご
す
こ
と
に
し
た
。
カ

ス
ミ
と
石
山
が
別
荘
の
納
屋
で
密
か
に
逢
っ
た
翌
日
、
長
女
の
有
香
が
散
歩
に
出
た
ま

ま
帰
ら
な
か
っ
た
。
現
場
は
別
荘
地
の
一
番
奥
。
警
察
の
捜
索
の
か
い
も
な
く
年
月
が

経
っ
て
い
く
。
石
山
は
責
任
を
感
じ
、
会
社
も
不
振
と
な
り
妻
と
離
婚
。
カ
ス
ミ
も
道

弘
と
離
婚
し
、
有
香
を
捜
す
日
々
が
続
い
た
。
当
時
道
警
の
刑
事
で
、
現
在
は
胃
癌
に

な
り
退
職
し
た
、
余
命
1
年
の
内
海
と
い
う
青
年
が
有
香
を
捜
そ
う
と
動
き
出
す
。
内

海
は
苫
小
牧
勤
務
の
頃
、
大
き
な
事
件
が
起
き
て
解
決
す
れ
ば
出
世
で
き
る
と
考
え
て

い
た
こ
と
を
恥
じ
、
有
香
は
自
分
が
殺
し
た
よ
う
な
も
の
と
苦
し
む
。
森
脇
夫
妻
も
石

山
も
内
海
と
同
じ
こ
と
を
考
え
苦
し
ん
で
い
た
。
有
香
は
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

八
月
十
一
日
朝
、
支
笏
湖
町
泉
郷
の
石
山
洋
平
さ
ん
宅
か
ら
、
製
版
業
森
脇
道
弘
さ
ん

（
四
十
四
歳
）
の
長
女
、
保
育
園
児
の
有
香
ち
ゃ
ん
（
五
歳
）
が
、
散
歩
に
出
た
ま
ま
帰

ら
な
い
と
い
う
一
一
〇
番
通
報
が
あ
っ
た
。（
略
）
森
脇
さ
ん
は
東
京
在
住
で
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
一
家
で
友
人
の
石
山
さ
ん
の
別
荘
に
遊
び
に
来
て
い
た
。

現
場
は
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
別
荘
地
。
傾
斜
地
で
五
歳
の
幼
児
で
は
そ
う
遠
く
に
行

け
な
い
と
見
て
、
捜
索
隊
は
警
察
犬
五
頭
を
投
入
し
…
。（
作
品
冒
頭
の
新
聞
記
事
を
引

用
）
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